
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
家
庭
生
活
で
は
経

験
で
き
な
い
集
団
生
活
を
通
じ
自
立
性
を
尊
重
し
、
社
会

性
を
育
て
、
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の
通
学
合
宿
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
９
日
（
日
）
か
ら
５
月
15
日
（
土
）
６
泊

７
日

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館
長
谷
別
館

●
参
加
費　

五
千
円
（
食
事
代
と
し
て
）

●
参
加
要
件　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

●
定
員　

20
人

●
問
い
合
わ
せ　

南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

木彫教室に入会して今年で４年目に
なります。少しは上達したかとは思い
ますが、これからも教室の皆さんに指
導していただき頑張りたいと思いま
す。

2010.４−８

大
谷
自
然
公
園
で
遊
ぼ
う

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局

南
陵
塾
で
は
、毎
年
恒
例
と
な
っ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
を
想
定
し
た
野
外
カ

レ
ー
作
り
で
交
流
を
深
め
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
り
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

大
谷
自
然
公
園

●
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
料　

五
百
円
（
保
険
料
含
む
）

●
募
集
人
員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で

南
陵
通
学
体
験
合
宿
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局

前
年
度
も
頑
張
り
ま
し
た

今
年
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す

新
入
部
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

●
鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
で
は
３
月
に
３
期
生
を
卒
団
さ

せ
ま
し
た
。
前
年
度
は
、
東
部
大
会
４
位
と
県
大
会

を
２
ゴ
ー
ル
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
と
び
う
め

杯
、
綾
形
杯
を
一
部
（
県
大
会
レ
ベ
ル
）
パ
ー
ト
で

出
場
し
一
勝
一
敗
と
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
Ｂ

Ｓ
カ
ッ
プ
で
は
一
点
差
で
準
優
勝
と
着
々
と
力
を
つ

け
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

火
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
と
土
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

▽
火
・
金
・
土
曜
日
＝
新
延
小
学
校
▽
水
曜
日
＝
く
ら
じ
の

郷
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
棟
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

白
水
☎
（
０
９
０
）
９
６

５
９
局
５
６
３
０
番
ま
で

俳句 亀井かおるさん
（唐ヶ崎）

肥薩のスイッチバック
で矢岳トンネルを抜ける
と、列車が一時停車し車
窓に広がる雄大な霧島連
山高千穂の風景が見られ
る展望。そのときの感動
の一句です。

木彫 吉永法明さん
（新延）

高
千
穂
を  

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク  

鳥
曇
り    

林マチ子さん
（大池）

白いＴシャツを染めて型染友禅を
してみました。型染は型紙に図案を
彫って何枚も重ねて色を入れます。こ
の牡

ぼ た ん

丹は５枚彫
りました。一度
彫っておくと何
枚も作れて便利
ですが、その都
度色を変えるの
で同じものは出
来ません。

手描き友禅

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ

ヨ
ピ
ヨ
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ
活
動

の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら

じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局

７
８
１
７
番
ま
た
は
中
央
公
民
館
ま

で ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

●	

読
み
聞
か
せ
ピ
ヨ
ピ
ヨ



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

押し花手編み
全体が模様編みの袖付きベストです。
濃い紫色で編みましたが、意外とかわい
らしいベストに
なりました。

ふと気付くと春を告げるかのよう
に、春蘭が芽吹いています。緑の色
も鮮やかに気に入った作品のひとつ
となりました。庭に咲いた花を額に
納めることが
出来るのはと
てもうれしい
ものです。

９−2010.４

奈木野ツヤ子さん
（い牟田）

谷田ツルヱさん
（中山）

Relay Essay

私
は
、今
年
で
50
歳
に
な
り
ま
す
。今
さ

ら
柔
道
が
強
く
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
い
だ
な
ん
て
夢
は
持
ち
ま
せ
ん
。

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
に
柔
道
を
始
め
、

今
は
鞍
手
の
武
道
館
で
子
ど
も
た
ち
に

柔
道
を
教
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
は
柔
道
を
し
て
い
る
の
で
は
な

く
柔
道
で
飲
み
会
ば
っ
か
り
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て

の
、
柔
道
は
飲
み
会
も
修
行
の
う
ち
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

柔
道
を
教
え
て
い
て
よ
く
思
う
の
で
す

が
、
こ
こ
に
来
る
子
ど
も
た
ち
は
学
年
の

違
う
子
ど
も
た
ち
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。「
最
近
の
子
ど

も
は
家
で
遊
ぶ
た
め
友
だ
ち
と
の
付
き

合
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
柔
道
を
す
る
子
ど

も
た
ち
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な
風
に
は
見

え
ま
せ
ん
。
年
上
の
子
ど
も
は
年
下
の
子

の
面
倒
を
よ
く
見
て
や
っ
て
い
る
し
、
年

下
の
子
は
上
手
に
年
上
の
子
に
甘
え
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
柔
道
は
お
互
い
に
組

み
合
っ
て
投
げ
た
り
、
投
げ
ら
れ
た
り
し

て
相
手
の
痛
み
が
わ
か
る
か
ら
相
手
を

思
い
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
る
の
か
な
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
嘉
納

治
五
郎
先
生
の
「
自
他
共
栄
」
の
教
え
が

こ
の
子
た
ち
に
も
理
解
で
き
て
い
る
の

か
な
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
私
の
柔
道
の
夢
は
、
鞍
手
の
武

道
館
で
柔
道
を
教
え
た
子
ど
も
た
ち
が

大
き
く
な
っ
て
こ
こ
を
巣
立
っ
た
後
、
何

年
か
何
十
年
か
先
に
、
ま
た
こ
こ
に
戻
っ

て
き
て
子
ど
も
た
ち
と
柔
道
を
し
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
練

習
の
後
に
「
先
生
、
今
日
は
ど
こ
で
飲
み

ま
す
か
」
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
る
日
が
く

る
と
期
待
し
て
、
こ
こ
で
柔
道
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
柳
原　

誠
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
秀
樹
さ
ん
（
小
牧
・
49
歳
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。
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手
話
を
使
っ
て

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
話
入

門
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

５
月
13
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
。
時
間
は
、
午
後
７
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
学
習
室
）

●
募
集
人
員　

20
人　

中
学
生
以
上
で
町
内

在
住
及
び
在
勤
の
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

千
二
百
円
が
必
要
）

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
４
２
局
７
８
０
０
番
ま
で

木
洩
れ
日
俳
句
会

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
木
洩
れ
日
俳
句
会

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
木
洩

れ
日
俳
句
会
で
は
、
入
会
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜

日
。
時
間
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

木
洩
れ
日
俳
句
会

世
話
係　

亀
井
か
お
る
☎
４
２
局

２
０
３
６
番
ま
で

楽
し
め
る

書
道
小
作
品
展

●
郷さ

と

の
会

郷
の
会
（
書
道
）
で
は
、
剣
第
二
保
育
所

と
西
川
第
二
保
育
所
の
３
月
に
卒
業
し
た
園

児
た
ち
と
合
同
で
次
の
と
お
り
展
示
会
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
21
日
（
水
）
か
ら
25
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

て
ん
て
こ
ま
い
２
階
（
中
山
裏

田
団
地
）

●
問
い
合
わ
せ　

郷
の
会 

代
表 

岡
部
黄
華

☎
（
０
９
０
）
９
５
８
２
局
６
０
６
２
番

ま
で


